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陳 述 書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 ベルフルオロヘキサデカン酸 (被験物質番号 K‐1789)のコイにおける

濃縮度試験

試験番号 505114

上記試験は以下のGLPに従って実施したものです。、

(1)「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成15年

11月21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第3号、環保企発第031121o04号)

に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準」

(2) 「OECDPi 面ciplesofGood] 脳 bo畑m1y 凸acdce」耐 ovember26,1997)

また、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であること

を確認しています。

ユ obも 年 ′o 月 ′7 日

.

試 験 責 任 者
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信頼性保証書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

試験の表題 ベルフルオロヘキサデカン酸 (被験物質番号 K‐1789)のコイにおける
濃縮度試験

試験番号 505114

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に
反映していることを保証します。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
しました。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日
(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書草案 2006 年 4 月 6 日 2006 年 4 月,7 白
試験計画書 2006 年 4 月 7 日 2006 年 4 月 7 日

2006 年 6 月 13 日 2006 年 6 月 13 日
2006 年 7 月 25′日 2006 年 7 月 26 日

慧樫毒樫試験 2006 年 4 月 10 日 2006 年 4 月 10 日
脂質音量測定時 2006 年 4 月 13 日 2006 年 4 月 ,17日

2006 年 4 月 14,日 2006 年 4 月 17 日
2006 年 5 月 12 日 2006 年 5 月 12 日

試験末券耕操作時 2006 年 4 月 27 日 ,2006年 4 月 27 日
2006 年 5 月 25 日 2006 年 5 月 25 日
2006 年 6 月‐13 日 2006 年 6 月 13 日
2006 年 6 月 22 日 2006 年 6 月 22 日

生デニダマ最終報善書草案 2006 年 10 月 12 日 2006 年 10 月 13 日
2006 年・10 月 17 日 2006 年 10 月 17 日

信頼性保証部門責任者
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試験日程

試 験 .開 始 日 2006 年 4 月 7 日
実 験 開 始 日 2006年 4 月 13 日
実 験 終 了 日 2006年 8 月 30 日
試 験 終 了 日 2006年 10月 17 日

試資料の保管

(1)被験物質
被験物質を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存しうる
期間、久留米事業所試料保管室に保管する。

(2)生データ、資料等 ‐

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、
試験委託者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

試験関係者
試 験 責 任 者

試 験 担 当 者
(濃縮度試験の実施)

飼育管理責任者

急性毒性試験担当者

最終報告書の承認

試 験 責 任‐者

駈属 試験第二課

)‘むら年 「り月 !r7 日
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1.被験物質

本報告書においてK‐1789は、次の名称等を有するものとする。

1.1 名 称 ベルフルオロヘキサデカン酸

1.2 構造式等

構造式

,CF3(CF2),4COOH

分子式 C16HF3102

分子量 814.13

CAS 番号 67905‐19‐5

1.3 入手先、商品名及びロット番号・1

(1)入 手 先 ,

(2)商 品 名 Pe証 uoloheKadecanoicacid

(3)ロット番号 90007089

1A 純 度・1

, (1)被 験 物 質 . 100.67%(Aqueousacid-baseti 節 tion)

(2)不 純 物 水分 0.34%広 ml‐Fisher)

被験物質は純度100%として取り扱った。

*1 入手先添付資料による。
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